１９９８年度心療内科問題

Ⅰ　　以下の文章を完成させよ

心身医学の発展と歴史の流れを概観してみると、大きく三つの時期に分けられる。その第一は、（　１　）や（　２　）などの神経症における心身相関の研究と、それを基礎とした臨床的活動である。第二は、（　３　）、（　４　）など、その発症や経過に心理的因子が強く関与している身体疾患、つまり心身症の研究や臨床が重要なテーマとなった時期である。第三は、最近になって心身医学はそれまでの第一期、第二期に加えて、広く臨床各科の疾患全般において、心身両面（身心両面という人もいるが）から総合的、統合的に病態を理解、把握し、（　５　）を実施することを目指しつつあるといわれている。

そして、今までの医学、医療が病気中心の生物学的モデル（biomedical model）で構成されていたのに対して、これからの医学、医療は（　６　）中心で、人間を身体的、心理的、社会的存在として理解しようとする（　７　）model（Engel, G. E.）へと転換すべきであると考える。さらに、２０世紀後半に至り科学技術、特に医療技術やバイオテクノロジーの急速な進歩に伴い、生命にかかわる科学と技術、例えば、臓器移植、遺伝子操作、人工受精、体外受精、男女の産み分け、さらに脳死やターミナル・ケア、末期医療における（　８　）の使用問題、未熟児の扱い、遺伝子的疾患や精神病を持った子の出生、妊娠中絶、登校拒否、（　９　）、校内暴力、家庭内暴力、自殺、慢性疾患患者の扱い、老人痴呆、戦争と生命などに付随して、生命倫理（bioethics）といった観点をも考慮にいれた（　１０　）アプローチが心身医学あるいは（　１１　）のあるべき姿として強調されつつある（池見）。

Ⅱ　　行動療法について述べよ

１９９８年度心療内科解答

Ⅰ
１　　ヒステリー


２　　不安神経症


３　　気管支喘息


４　　消化性潰瘍


５　　全人的医療


６　　病人


７　　biopsychosocial


８　　麻薬


９　　いじめ


１０　biopsychosocioethical


11　全人的医療

Ⅱ
1999年度 Ⅲ と同じ
